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研究の全体概要 

本研究では、利用者にとって使い勝手の良い、重金属含有量を低減した新規下水汚泥肥料の開発を

遂行し、その後、実装化を目指して新規下水汚泥肥料の茶栽培への利用可能性を検討する。 

新規下水汚泥肥料の開発については、2018 年度まで実施した国土交通省下水道応用研究において他

の有機質肥料や配合肥料と同程度の重金属量（低濃度）で、肥料効果が非常に高く、かつ施肥のし易さ

を備えた新規下水汚泥肥料の開発に成功している（既存の下水汚泥肥料：窒素無機化率（肥効率）30〜

62％→新規下水汚泥肥料 88.2%）。しかしながら、本成果は小型堆肥化装置で得られた結果であり、量

産化・実用化には至っていない。このため、本研究では量産化・実用化を見据え、小型堆肥化装置の

1,000 倍量のスケールで新規下水汚泥肥料の製造および性能(高肥効率)の再現性が保たれるかを検証

する。また、量産化された新規下水汚泥肥料は、従来の有機質資材の代替として茶栽培に利用すること

が可能か、収量性、茶葉品質の面から最適施肥割合（量）を明らかにする。加えて茶樹は永年作物であ

り、酸性土壌を好むため、土壌中の重金属が茶葉、茶樹に与える影響及び土壌中の重金属量の動態を明

らかにする。最後に肥料化コストと事業採算性を検討し、地域の一次・二次産業の連携による地域廃棄

物の地廃地消循環システムを構築する。 

本研究を実施することで、下水汚泥を大規模かつ有効に活用することが見込まれ、政府が推進する

汚泥肥料の地域での利用率向上に貢献しうる。また、新規下水汚泥肥料は重金属量が少ないため、施肥

による重金属汚染、地下水汚染等の環境問題にも寄与できる。さらに新規下水汚泥肥料には地域特有

のバイオマス（焼酎粕、竹おが屑、米糠）が配合されており、これを地域産業である茶栽培へ適用する

ことで、地域循環共生圏の形成を促進できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


